
令和３年９月１日  

令和３年度 授業づくり部会の取組・提案について 

授業づくり部  

 

１ 仮説について 

仮説１ ＵＤの視点を基盤とし、ＩＣＴ活用を通して児童の協働学習を生み出す授業の取組 

   

２ 各視点における具体的な取組に関する提案内容 

（１）視点① 主体的に学ぶ態度を育成する課題提示と発問（問い）の工夫 

①単元デザインシートの活用 

単元のゴールを明確にした授業づくりができるように、「単元デザインシート」を作成し

ました。教材研究の段階で活用して頂ければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「3 ステップシート」の取組 

                              

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③授業のパターン化 

 次ページの授業の流れを基に、ＵＤ化された授業を目指して頂きたいと思います。 

 子どもたちと単元の目標や

学習方法、単元のゴールを共有

するために「3 ステップシー

ト」の活用をしてください。特

に国語科においては、単元の中

で、何のために、何をしている

のかということを把握しなが

ら学習に取り組むことが重要

です。教室に掲示し、いつでも

確認できるようにしましょう。 

  



＜授業づくり部会＞ 授業ＵＤの視点と授業のユニット化を意識した授業づくりを！ 

国語科 一単位時間の流れ（主に物語文・説明文） 

過
程 

学習過程 
時 間 

網掛け： 授業づくり部の提案内容 
☆ ： 留意事項  

導
入 

 

 

つかむ 

 
 
 
 
 

見とおす 
 

１ 焦点化  

○ 身に付けさせたい力を明確にする → 単元シートの活用 

○ 単元のゴールの確認       → ３ステップ 

○ イメージを引き出す（子どものイメージ、直感を引き出す） 

 

 

 

 
 

焦点化を促す思考方法と言語活動の具体例 

比較：場面、モデル文比較 関係付け：マッピング 

分類：段落の仲間分け 順序付け：段落を並べ替える 

選択：必要な事例を選ぶ 具体化 ：具体例をあげる 

推論：文章構造から展開を予想する 抽象化 ：心情を点数や色で表す 

展 
 

 

開 

一人で考える 

 

２ 視覚化（自力解決）  

○ ワークシートの工夫  

○ 本文シートの作成と活用（サイドライン） 

○ 思考ツールの活用  ○動作化や絵に描いたりする 
☆自力解決の時間の確保をする。 
☆どの程度できているか机間指導を行う。 
☆困っている児童も自力解決ができるよう配慮する。 
☆終わった児童に対して、何もしない時間を作らないように、考えを黒板やホワイトボード
等に書かせたり、意見交換をさせたりする。 

 

 

 

 

考えを「見える化」するための工夫の具体例 

 

 

 

 

 

 

 

例１：ＡとＢのどちらがいいと思いますか？ 

例２：登場人物の心情は「喜怒哀楽」のどれ？ 

例３：具体例はいくつ？ 

例４：登場人物の心情は何点？ 
どうして？ 

で深めていく 

大造じいさんとガン（５年生） 

マトリックス図を活用する 

①「尊敬」「憎しみ」「しとめる」「しとめな

い」という４つの軸で構成されているマ

トリックス図に点を打つ。 

②そこに点を打った理由を書く。 

【共通実践事項】 

①自分の考えを書く前に、必ず本文にサイドラインを引く。 

②考え・根拠・理由の３点セットで自分の考えをまとめる。 

１５分 

 

１０分 

 



展 
 

 

開 

 
 

 
 
 
 

みんなで考える  

２ 視覚化（協働解決） → 板書の構造化 

○ 電子黒板、タブレットの活用し、子ども達の考えを提示する 

○ 話し合いや発表の仕方、考えの書き方を提示する 

☆児童の発表で、周りの児童が理解できるようにする。 
☆なるべく教師が説明をしない。 
☆教師の所に集めてヒントを伝える、デジタル教科書でキーワード等にサイドラインを引いて視覚的

にわかりやすくする。 
 

３ 共有化  

○ ペア学習、グループ学習の設定 → 話し合いの話型 

○ 表現せざるを得ない状況づくり → ハンドサイン 

○ 教師が「問い返し」、ファシリテーターとなって意見をつなぐ。 
→ 発表の話型 

☆自分の考えと同じか違うか、視点を持たせる。相手の考えに共感できるところや自分の考
えの主張点について話す。 

 

 

 

 

 

終 
 

末 

 

 

まとめる 

 
 
 

やってみる 
 
 
ふりかえり 

 
☆「学びに向かう力・人間性等」の評価ができるように、ふりかえりはきちんと取っておく
ようにする。 

☆単元の要所に、身に付けた力を活用できるような場面を設定する。 

 
４ 自覚化  

○ 本時で学んだことを、児童と確かめながら、めあてに対するまとめを考える。  

○ 振り返りの時間を設定する。 → 振り返りの視点（わが友せいぎ） 

 

【共通実践事項】 

①意見・根拠・理由の３点セットで考えを発表する。 

②友達の意見に必ずつなげて発表する。 

登場人物 

テーマ(どんな物語か) 

時間 場所 

登場人物の性格 

物語を書く単元 

登場人物の性格と物語の出来

事を関連させながら整理してい

くシート 

①物語のテーマを書く。 

②登場人物を書く。 

③登場人物の性格を書く。 

④場所・時間・大まかな出来事を

書いていく。 

★Microsoft Teams や思考ツールを活用し、共有化を図りましょう。 

たくさん活用して、アイディアを出し合っていきましょう！ 

１５分 

 

５分 

 



 

＜授業づくり部会＞ 授業ＵＤの視点と授業のユニット化を意識した授業づくりを！ 

算数科 一単位時間の流れ 

過
程 

学習過程 
網掛け： 授業づくり部の提案内容 
☆ ： 留意事項  

導
入 

 

 

つかむ 

 
 
 
 
 
見とおす 

☆本時の学習のヒントとなるような復習も効果的に行う。 

☆児童の言葉をもとにめあてを考えさせる。 

１ 焦点化  

○ 身に付けさせたい力を明確にする → 単元シートの活用 

○ 前時との違いを明確にし、本時のねらいを絞る。 

○ 教材に「しかけ」をつくる。 

 

 

焦点化を促す「しかけ」の具体例 

仮定する：簡単な数に置き換える 間違える：間違った図や式を提示し何が違
うか考える。 

図や絵：図や絵にして考えやすくする 情報過多：情報を増やし、必要な情報につ
いて考える。 

選択肢：問題に合う図を選ぶ 情報不足：情報を減らし、必要な情報につ
いて考える。 

かくす：問題の一部を隠し、必要な情報につ
いて考える。 

分類する：類似点、相違点について考える。 

位置・順序を変える：規則性や法則性を見つけにくいようにした上で、きまりについて
考える。 

展 
 

 

開 

一人で考える 

 
２ 視覚化（自力解決）  

○具体物や半具体物の準備 

○問題文・図・表・グラフ等、書き込みや操作できる教材やプリントの作成 

 

 

 

 

 

○図形の変形や数量関係をイメージしやすくするアニメーション等の活用 

 

 

 

 

☆自力解決の時間の確保をする。 

☆どの程度できているか机間指導を行う。 

☆課題を解決した児童への対処法 

☆考えを黒板やホワイトボード等、タブレット等に書かせる。 

☆教室後方へ移動させ、意見交換をさせる。 

＜ヒントの与え方＞ 

ヒントカード、教師の所に集めてヒントを伝える 

タブレットにデジタル教科書を映し出す など 

ノートに絵や図表、言葉や式を用いて、書かせる。 

低・・・アレイ図や絵を描かせて説明を書く。 

中・・・絵や図表に加え、言葉や式を用いらせる。 

高・・・図表、言葉や式を用いらせる。 

 

１０分 

 

１０分 

 



展 
 

 

開 

みんなで考える 
  視覚化（協働解決） 

○板書の構造化 → 板書の構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子黒板を活用し、子ども達の考えを提示する。 

○話し合いや発表の仕方、考えの書き方を提示する。 

 

３ 共有化  

○ ペア学習、グループ学習の設定 → 話し合いの話型 

○ 表現せざるを得ない状況づくり → ハンドサイン 

○ 教師が「問い返し」、ファシリテーターとなって意見をつなぐ。 

→ 発表の話型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 
 

末 

 

 

 

まとめる 

 

やってみる 

 

ふりかえり 

４ 自覚化  

○本時で学んだことを、児童と確かめながら、めあてに対するまとめを考える。  

 

☆適用問題を必ず実施する。 

 

○ 振り返りの時間を設定する。 → 振り返りの視点（わが友せいぎ） 

 
 

 

【共通実践事項】 

①意見・根拠・理由の３点セットで考えを発表する。 

②友達の意見に必ずつなげて発表する。 

＜練り上げの視点＞ 
 一人の児童が発表後、「同じ」または「似ている」考えを持つ児童に発表させる。「同
じ」でも全く同じとは限らない。よって、色々な児童の考えを聞くことで、周りの児
童の理解を深める。 

★Microsoft Teams や思考ツールを活用し、共有化を図りましょう。 

たくさん活用して、アイディアを出し合っていきましょう！ 

１０分 

 

１５分 

 



（２）視点② 解決活動の場面におけるＩＣＴ活用 

  ①板書の構造化 

   国 語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   算 数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ノートの取り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単
元
名 

め
あ
て 

              

ま
と
め 

     

ふ
り
か
え
り 

（問題・見通し） 

 

 

 

 

 

（児童の考え） 

※学習内容や児童の思考過

程が分かるように視覚

化、構造化を心がけた板

書を行いましょう。 

 

 

毎
時
間
ま
と
め
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
ま
と

め
は
内
容
に
合
わ
せ
て
、
適
宜
書
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

国語のノートには「日付・単元名・めあ

て・まとめ・ふりかえり」を書きます。「ま

とめ」は毎時間書くことが難しい場合もあ

るので、内容に合わせて適宜書くようにし

てください。 

 算数のノートは上記のように、１時間の内容を見

開きで書きます。これは１時間の授業の内容を見直

しやすいようにするためです。算数のノートの書き

方はラミネートして各クラスに配付していますので

ご活用ください。 



③思考ツールの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ＩＣＴ活用  ミニ研修で実践を共有し、蓄積していく。 

 

⑤話型・ハンドサインの活用 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥司会表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 思考ツールに関しては色々な種類を使うのではなく、児童がやり方に慣れるよう

に、単元を通して同じものを継続して使う方がいいと思います。 

 思考ツールのデータは校内研修の授業づくり部のフォルダに入れておきますの

で、ご活用ください。 

 児童が発表したり、発表を聞

いたりする際には、左のような

話型を意識して発表するよう

にします。また、挙手をするさ

いには、３つのハンドサインを

用いて、必ず自分の意見を持っ

て授業に参加できるようにし

てください。 

 グループ等での

話し合いの司会表

です。話し合いの

内容が学年の発達

に合わせて使用し

てください。司会

に持たせたり、掲

示をしたりして活

用されてくださ

い。 



（３）視点③ 振り返りの場面における取組 

  ①振り返りの視点カードの活用 

 

 

視点 例 

① 分かったこと、できたこと 

・今日の何が分かったのか 

・どのようにしたら分かったのか 

・どんなことができるようになったのか 

 

② がんばったこと、がんばりたいこと 

・授業でがんばったこと 

 ・宿題や自学でがんばりたいこと 

 

③ 友だちから学んだこと 

・友だちの考えを聞いて「いいね」と思ったこと 

・友だちの考えを聞いて「なるほど」と思ったこと 

・自分の考えと比べて気づいたこと 

 

④ 生活の中でどんなところで使えるか （活用） 

・生活に生かしたいこと 

・学習したことを生活の中から見つけること 

⑤ 疑問に思ったことやもっと調べてみたいこと 

・次に調べたいことや考えたいこと 

・よく分からなかったこと 

○今日の学習で分かったこと、できたこと 

・今日の授業で～のことが分かりました。 

・～をしたら、分かるようになりました。 

・始めは～できなかったけど、～ができるように

なりました。 

○がんばったこと、がんばりたいこと 

・今日の授業で～をがんばりました。 

・今日学習したポイントを自学にまとめるのをが

んばりたいです。 

○友だちから学んだこと 

・○○さんの～の意見がいいと思いました。 

・○○さんの～の意見にとても納得しました。 

・○○さんの～の意見は、ぼくの意見と比べて～

だと思いました。 

○生活の中でどんなところで使えるか 

・今日学習したことは～に使えると思いました。 

・私も生活の中で～のような経験をしました。 

○疑問に思ったことやもっと調べてみたいこと 

・次は～についてもっと調べたいです。 

・～のことがよく分からなかったので、自学で調

べてみたいと思います。 

ふりかえりの書き方 

①授業を振り返る時は、一文で終わらせるのではなく、

はじめ・中・終わりを意識させて書く。はじめには、

分かったことやできたこと、がんばったことを書く。

中には、理由や友達の考えや自分の考えの変容などを

書く。終わりには、次に考えたいことやできそうなこ

となどを書く。 

 

②①が難しい場合は、振り返りの視点を絞って書かせる

ようにする。  

 

今回提案した文書はデータは以下に保存してありますので、ご活用ください。 

 令和３年→校務分掌→校内研修→③専門部→①授業づくり部会 


